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主任研究者 島田 裕之  

国立長寿医療研究センター 老年学・社会科学研究センター（センター長） 

 

 研究要旨 

 要介護認定発生の主要因であるフレイルと認知症を予防するために、地域における一次

予防の方法確立とマニュアル化、そして、その方法を広く発信することは重要な課題であり、

本センターのミッションである。課題解決のためには、地域在住高齢者を対象としたコホー

ト研究の実践や介入研究遂行に伴う知見の集積が必要であり、当研究部で実践している大

規模コホート研究（National Center for Geriatrics and Gerontology–Study of Geriatric 

Syndrome: NCGG–SGS）から得た知見を整理することで、地域保健活動における高齢者介護予

防を促進するための対象者選定、アセスメント方法、効果的な介入方法に関する系統的なマ

ニュアルを完備することが可能と考える。本研究実施により、介護予防を必要とするハイリ

スクの高齢者のための適切な予防活動における方法の知見が得られ、地域で取り組む実践

的で具体的な方法を保健事業担当者などに提示・周知することができ、地域在住高齢者に対

するシステム化された介護予防活動の実践が普及するものと考えられる。 

本申請課題の目的達成のために全３カ年の計画にて研究を実施した。1 年目はフレイルと

認知症発症リスクの高い対象者の選定とアセスメント方法に関する検討のため、主に先行

研究による情報整理を実施し、コホート研究による知見集積を進めた。2年目は、フレイル

と認知症発症リスクの高い対象者選定とアセスメント方法に関する検討を続け、効果的な

介入方法に関して検討するとともにその効果検証を実施した。また、NCGG-SGS におけるコ

ホート研究と介入研究をおこない、対象者選定とアセスメント方法、効果的な介入方法にお

ける効果検証と各種データ解析を進めた。3 年目は 1・2 年目に得た対象者選定、アセスメ

ント方法、効果的な介入方法に関する情報を統合し、それらの普及に向けた情報整理を行い、

マニュアル化を実施した。 
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 堤本 広太 国立長寿医療研究センター 予防老年学研究部（主任）（2021 年度のみ） 

 大寺 祥佑 国立長寿医療研究センター 医療経済研究部（副部長）（2022 年度のみ） 

 

 研究期間 ２０２１年４月１日～２０２４年３月３１日 

 

Ａ．研究目的 

さらなる高齢化を迎えていくなかでは、要介護状態を防ぎ、健康寿命の延伸を図るため

の方策が求められている。加齢とともに増加するフレイルや認知機能低下・認知症は、要

介護発生と強く関連している。これらの発症を抑制するためには、地域における一次予防

が重要な役割を担っている。地域における一次予防の効果的な実践のためには、エビデン

スに基づく対象者の選定やアセスメント方法、および予防手法を確立する必要がある。立

証された予防に向けた一連の手法を、実施主体にかかわらず展開するためには、その実践

方法をマニュアル化し、その利用に向けた普及も重要な課題と考える。そこで、本申請課

題の目的は、フレイルや認知機能低下・認知症発症につながる対象者の選定、アセスメン

ト方法の検討、フレイルや認知機能低下・認知症発症を予防・改善するための効果的な介

入方法を検討し、これらの情報を整理・マニュアル化して普及していくこととした。 

2021 年度は、フレイルや認知症発症リスクの高い対象者選定に向けた情報の集約・整理

のために、先行研究に基づきフレイルや認知機能低下・認知症発症の関連因子について文

献レビューを実施することを目的とした。また、対象者選定・アセスメント方法の検討の

ため、大規模コホート研究（National Center for Geriatrics and Gerontology–Study 

of Geriatrics Syndrome: NCGG–SGS）における 10年後の追跡調査を遂行し、フレイルや

認知機能の罹患率や時間経過による変動について検討することを目的とした。さらに、効

果的な介入方法の検討と効果検証を実施するため、自宅で実施可能な身体・認知機能維持

への介入（下肢運動と認知課題を同時に実施する二重課題の実践と効果検証）、スマート

フォンを活用した日常生活の活動促進と習慣化による身体・認知機能への介入（スマホを

活用した日常生活の自己管理促進プログラムの実践と効果検証）に関する試料収集と効果

検証を実施することを目的とした。 

2022 年度は、フレイルや認知症発症リスクの高い対象者選定とアセスメント方法の検討

を継続しておこない、効果的な介入手法に関するまとめ、およびその効果検証を実施する

ことを目的とした。効果的な介入方法の検討としては、自宅で実施可能な身体・認知機能

を維持する手法として、下肢運動と認知課題を同時に実施する二重課題の効果について、

ランダム化比較試験により効果検証を実施する。また、地域における一次予防を図るため

には、生活のなかにおける活動実践・習慣化が必要であると考えられる。そのために、近

年、高齢世代においても普及率が向上しているスマートフォンを利用して、日常の生活内

で活動の実践と習慣化を促進し、身体・認知機能への効果を検証するランダム化比較試験

を実施する。さらに、運転の中止が、要介護や認知症発症のリスクを高める可能性が示唆
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されており、高齢者が安全に運転を継続するためのソリューションを創出するために、運

転寿命延伸プログラムの効果検証を実施することを目的とした。 

 2023 年度は、研究期間中に実施しているコホート研究と介入研究を継続して進め、知見

集積を実施することを目的とした。また、2021 年度・2022 年度に得た対象者選定、適切な

アセスメント方法、効果的な介入方法に関する情報を統合し、これらの普及方法について整

理をすることを目的とした。そして、地域での高齢者に対するシステム化された介護予防活

動の実践に向け、これらの知見のマニュアル化として、地域で目指す健康増進を目標に「指

導者のための介護予防教室ガイド」をまとめることを目的とした。現在、地域における介護

予防の取り組みを機能強化するために、通所、訪問、地域ケア会議、サービス担当者会議、

住民主体の通いの場など、さまざまな場所でリハビリテーション専門職等の関与を促進す

る地域リハビリテーション活動支援事業が行われている。これによりリハビリテーション

アプローチが地域で展開され、その効果が期待されているところではあるが、対象範囲や関

わる頻度は十分とはいえない状況である。そのため、地域全体に健康増進効果を波及するた

めには、リハビリテーション専門職が健康教室の運営や相談にあたるだけではなく、他職種

やボランティアを含めた人材を地域で育成することが必須になると考えられる。しかしな

がら、介護予防教室の運営方法や人材育成に関する系統的なマニュアルが少ないため、本研

究課題で集積した知見等、そのノウハウをマニュアル化することで介護予防の充実がより

促進されるものと考えられる。そのため、本研究で得られた知見をマニュアル化し、普及す

ることを目的とした。 

 

 

Ｂ．研究方法 

対象者選定およびアセスメントに関連する因子の検討のために予防老年学研究部から発

表している論文 177 本から、NCGG-SGS にて検証されたフレイルや認知症の関連要因に関す

る情報整理をおこなった。また、アセスメント方法の検討のため NCGG–SGS にて実施した調

査の 10 年後健診をおこなった。追跡調査の具体的な方法としては、2011 年の調査に参加し

た 5,104 名を対象として、死亡・転出者を除いた 4,070 名に対してダイレクトメールで参

加募集を実施した。実施期間は、2021 年 7 月〜2022 年 2月（調査日：計 28日間）で、1,600

名（39.3%）から参加同意を得て調査を実施した。本調査では、身体的フレイル（J-CHS index）、

社会的フレイル（Makizako et al, Ann Geriatr Med Res 2018）、認知機能低下（Mild 

cognitive impairment（MCI）：MMSE24 点以上かつ、当センターが開発した認知機能検査

（National Center for Geriatrics and Gerontology−Functional Assessment Tool：NCGG

−FAT）による認知機能評価で 1つ以上の低下（Makizako et al, Geriatr Gerontol Int. 

2013）、Global cognitive impairment（GCI）: MMSE24 点未満）について評価を実施し、フ

レイルや認知機能低下の罹患率の時間経過に伴う推移などを検討した。予防に向けた効果

的な介入手法の検討では、高齢者機能健診への参加者 5,230 名のうち、一定基準に該当した
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1,511 名において研究参加の案内を実施し、参加同意が得られた 335 名のうち、293 名をラ

ンダムに運動群（147 名）、対照群（146 名）に割り付けて介入を実施した。運動群は自転車

エルゴメーターを用いて下肢運動と認知課題を組み合わせた二重課題を 20分間/日、1 年間

実施した。対照群には健康講座を 1回実施した。そして、介入前後の握力と歩行速度を t検

定および事前検査の値で調整した共分散分析を用いて解析した。また、スマートフォンを用

いた日常生活の中での活動実践と習慣化による身体・認知機能への効果検証では、65 歳以

上の地域在住者を対象として、要支援・要介護認定を既に受けている者を除いてダイレクト

メールで研究事業の実施を周知した。また、地域で実施した健診事業（脳とからだの健康チ

ェック）に参加した者にも研究事業の実施を周知した。対象者は、事業説明会に参加し、事

業への参加同意を得た者を、一定の選定基準・除外基準に基づき同定し、その後、ランダム

に 1 対 1 にて介入群と対照群に割り付けた。介入群では、スマートフォンのアプリケーシ

ョンを用い、日常生活の中における様々な活動の自己管理による活動促進と、市内拠点公園

にてグループを形成し、頭と身体を使う複合的な運動プログラムを実施する。対照群に対し

ては、健康講座を実施する。本介入研究の必要症例数は 3,498 名であり、研究期間中は対象

者募集と介入プログラムを継続して実施する。さらに、運転寿命延伸プログラムでは、有効

な運転免許を有している 65 歳以上の高齢者で、認知機能検査で第 2分類・第 3分類に該当

した 1,384 名を対象として、運転技能評価や事故発生に関する追跡調査を実施する。最終的

に、これらのコホート研究や介入研究から得られた知見からそのノウハウをマニュアル化

し、その情報の普及を図る（表１）。 

 

（表 1：研究の全体計画） 

 

 

（倫理面への配慮） 

 本研究は、国立長寿医療研究センター倫理・利益相反委員会の承認を得て

実施した。 

 

 

Ｃ．研究結果 

1-1)対象者選定とアセスメント方法のまとめ 

要介護の主要因であるフレイルおよび認知症を予防するために、フレイル・認知症につな
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がる因子に関連する情報整理を実施した。具体的には、予防老年学研究部で発表している論

文 177 本から、NCGG-SGS にて検証したフレイル罹患率、関連要因と認知症との関連因子を

検討した。その結果、対象者の選定とアセスメント方法の検討では、フレイルや認知症に至

るハイリスク者のスクリーニングや関連因子のアセスメントをするためには、①基本属性

（年齢、性別、教育年数）②身体機能（手段的日常生活動作、5回立ち上がりテスト等によ

る筋力、Timed Up & Go test 等による歩行能力、口腔機能）③認知機能（主観的認知機能、

多領域における認知機能の検査、全般的認知機能）④心理状態（うつ傾向（GDS-15））⑤生

活習慣、活動（食欲、転倒経験、睡眠、知的活動、社会活動、痛み、会話、運転）などの項

目が有用であり、フレイルや認知症における関連要因は総合的な機能評価が必要であると

考えられた。 

 

1-2)効果的な介入方法についてのまとめ 

効果的な介入方法の検討では、フレイルや認知症予防に対する効果的な介入方法に関して、

文献検索サイトを使用して、関連キーワードにて検索された論文 180 本から、地域在住高齢

者における効果的なフレイルおよび認知症予防に関する情報整理を実施した。 

フレイルは、高齢期において生理的予備能が低下することで、ストレスに対する脆弱性が

亢進し不健康を引き起こしやすい状態と定義されている（Fried et al, J Gerontol A Bio 

Sci 2001）。フレイルは、身体的問題のみならず、精神・心理的問題、さらには社会的問題

を含む概念であり、身体的・認知的・社会的な側面から把握することが重要となる。 

認知症は、高齢化社会における深刻な社会問題である。我が国では、2022 年 6 月に公表さ

れた 2022 年度版高齢社会白書において、65 歳以上人口は 3,621 万人となり、高齢化率は

28.9%になったことが報告されている。また、Lancet International Commission on 

Dementia Prevention, Intervention and Care は、2017 年に認知症の改善可能な危険因子

を、小児期の「教育歴」、中年期の「難聴」、「高血圧」、「肥満」、高齢期の「喫煙」、「うつ病」、

「身体不活動」、「社会的孤立」、「糖尿病」であると報告している（Livingston et al, Lancet 

2017）。そして 2020 年には、これらの危険因子に加え、「頭蓋内損傷」、「アルコール」、「大

気汚染」が加えられた（Livingston et al, Lancet 2020）。さらに、これら 12 の改善可能

な危険因子について対策を講じることで、世界の認知症発症の約 40%を遅延・予防できる可

能性があると報告している。そのため、現在では、認知症の改善可能な複数の因子に同時に

介入する多因子介入研究の効果検証が進められている（Sugimoto et al, J Prev Alzheimers 

Dis 2021）。前述の内容は、NCGG−SGS にて検証中のフレイル罹患率や関連要因と認知症との

関連因子を検討した結果と同様であり、総合的機能評価が必要であることが示されている。

フレイルや認知症に対する介護予防効果を高めるためには、身体活動・多様な食品摂取・社

会的交流を組み合わせた多面的な活動促進を実践することが、効果的な介入方法となるこ

とが考えられる（Seino et al, Prev Med 2021）。 
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2. コホートおよび介入研究 

2-1)コホート研究 

コホート研究において、アセスメント方法の検討のため、NCGG−SGS にて実施した調査の 10

年後健診を行った。2011 年の調査に参加した 5,104 名のうち死亡・転出者を除いた 4,070

名に対してダイレクトメールで参加募集を実施した。実施は 2021 年 7 月〜2022 年 2月（調

査日：計 28日間）の期間にて、1,600 名（39.3%）から参加同意を得て調査を実施した。調

査では身体的フレイル（J-CHS index）、社会的フレイル（Makizako et al, Ann Geriatr Med 

Res 2018）、認知機能低下（Mild cognitive impairment（MCI）：MMSE24 点以上、かつ NCGG-

FAT による認知機能評価で 1つ以上の低下：Makizako et al, Geriatr Gerontol Int. 2013、

Global cognitive impairment（GCI）: MMSE24 点未満）について評価を実施し、フレイル

や認知機能低下の罹患率の時間経過に伴う推移などを検討した。調査に参加できない場合

には、質問紙による郵送調査にてフォローを行った。 

 

フレイルや認知機能低下などの該当割合の変遷 

参加者 1,600 名のうち女性は 807 名（50.4％）、平均年齢：2011 年時にて 70.0 ± 4.1

歳、2021 年時にて 80.0 ± 4.1 歳であった。ベースライン（2011 年度）と追跡調査

（2021 年度）の平均追跡期間は 119.4 ± 0.8（月）であった。 

①身体的フレイル 

2011 年度と 2021 年度に脳とからだの健康チェックに参加した 1,600 名の身体的フレイル

判定の結果をみると、ベースラインの 2011 年度において J-CHS index の 5項目全てを完

遂した 1,546 名のうち 825 名（51.6%）がノンフレイルであり、680 名（42.5%）がプレフ

レイル、41 名（2.6%）がフレイルと判定された。判定項目の内訳は、筋力低下 155 名

（9.7%）、歩行速度低下 114 名（7.1%）、身体活動低下 363 名（22.7%）、体重減少 214名

（13.4%）、活力低下 158 名（9.9%）がそれぞれ該当した。2021 年度では 5項目全てを完遂

した 1,594 名のうち 614 名（38.4%）がノンフレイルであり、818 名（51.1%）がプレフレ

イル、162 名（10.1%）がフレイルと判定された。判定項目の内訳は、筋力低下 353 名

（22.1%）、歩行速度低下 425 名（26.6%）、身体活動低下 339 名（21.2%）、体重減少 258 名

（16.1%）、活力低下 293 名（18.3%）がそれぞれ該当した。2011 年度で、ノンフレイルと

判定された者は 44.1%がプレフレイル、5.7%がフレイルへ移行した。また、2011 年度でプ

レフレイルと判定された者は 27.9%がノンフレイルへ復帰し、12.3%がフレイルに移行し

た。さらに、2011 年度にフレイルと判定された者は 50%が 2021 年度も同様にフレイルの

ままであった。 

②社会的フレイル 

社会的フレイル判定の結果、2011 年度では 1,588 名が、社会的フレイル判定における 5

項目の評価を完遂し、1,019 名（63.7%）がノンフレイル、420 名（26.3%）がプレフレイ

ル、149 名（9.3%）がフレイルと判定された。判定項目の内訳は、独居 131 名（8.2%）、外
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出頻度の減少 154 名（9.6%）、友人の家への訪問 173 名（10.8%）、役に立っている 34名

（2.1%）、誰かと毎日会話 33名（2.1%）がそれぞれ該当した。2021 年度では、5項目の評

価を完遂した 1,594 名のうち、692 名（43.3%）がノンフレイル、613 名（38.3%）がプレ

フレイル、289 名（18.1%）がフレイルと判定された。判定項目の内訳は、独居 261 名

（16.4%）、外出頻度の減少 555 名（34.7%）、友人の家への訪問 283 名（17.7%）、役に立っ

ている 104 名（6.5%）、誰かと毎日会話 112 名（7.0%）がそれぞれ該当した。2011 年度で

ノンフレイルと判定された者は 38.4%がプレフレイル、10.2%がフレイルへそれぞれ移行し

た。2011 年度でプレフレイルと判定された者は 27.4%がフレイルへ移行した。 

③認知機能低下 

MCI 判定の結果、2011 年度は検査を実施した 1,564 名のうち、1,234 名（77.1%）が認知

機能低下なしであり、214 名（13.4%）が MCI、146 名（9.1%）が GCI を認めた。2021 年度

は検査を実施した 1,592 名のうち、1,213 名（75.8%）が認知機能低下なしであり、119 名

（7.4%）が MCI、260 名（16.3%）が GCI を認めた。2011 年度に認知機能低下なしの者は

81.7%が認知機能下なしのままであり、MCI 者は 60.2%が認知機能低下なしへ回復した。 

 

2-2)介入研究 

A）デュアルタスクエルゴメーターを介入プログラムに用いたランダム化比較試験 

本介入で用いるデュアルタスクエルゴメーターは、自宅で下肢のペダリング運動をしなが

ら、認知課題を同時に実施することが可能な機器である。コロナ禍のように外出自粛が求め

られた状況において、高齢者の活動量を維持・向上できるプログラム開発は重要であり、本

介入試験による検証を実施した。 

事前検査および事後検査に参加した 232 名（介入群 122 名、対照群 110 名）を解析対象と

した。事前検査時において歩行速度の平均値は介入群で 1.36 ± 0.21m/s、対照群で 1.36 

± 0.21m/s であり、事後検査時においては介入群および対照群の歩行速度はそれぞれ 1.43 

± 0.25m/s、対照群で 1.37 ± 0.23m/s であった。事前検査と事後検査の歩行速度の変化

量を t検定で比較したところ、介入群で 0.08 ± 0.19 m/s、対照群で 0.02 ± 0.18m/s の

変化がみられ、介入群は対照群と比較して事後検査時では有意に向上していた（p = 0.011）。

また、事前検査時の歩行速度で調整した共分散分析においても介入群の有意な向上がみら

れ、推定周辺平均に基づく平均値の差は 0.061m/s（95%信頼区間 0.016 - 0.107、p = 0.008）

であった。 

握力では事後検査時において測定が可能であった 217 名（介入群 116 名、対照群 101 名）

を解析対象とした。事前検査時において握力の平均値は介入群で 30.5 ± 8.0kg、対照群で

28.6 ± 9.1kg であり、事後検査時においては介入群および対照群の握力はそれぞれ 29.6 

± 8.1kg、対照群で 28.1 ± 8.6kg であった。事前検査から事後検査の握力の変化量は、介

入群で-0.89 ± 3.13kg、対照群で-0.53 ± 2.84kg であり、t検定で有意な差はみられず

（p = 0.38）、共分散分析においても同様であった（p = 0.634）。 
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2022 年度 (RCT 終了後) においてもコグニバイクホームによる運動の継続実現性を検討

するために、RCT 介入群に対して、コグニバイクホームを貸与し、2021 年 4月 1 日から 2021

年 12 月 31 日の期間においての実施率を算出した。算出方法はコグニバイクホームで運動

を実施した日（1分以上/1 日）を運動が実施可能であった日数で除し、実施率として算出し

た。結果、当プログラムを終了後（RCT 終了後）においても、コグニバイクが使用可能な日

のうち、50％以上の日程で運動を継続実施できている対象者は 28.6%に達していた。 

2024 年 3月末時点において、介入群における事後検査参加者 122 名のうち、20名(16.4%)

がデュアルタスクエルゴメーターの返却を希望され、運動を中止した。102 名(83.6%)は現

在も使用を継続中である。 

 

B）スマートフォンを用いた活動の実践による認知症の予防効果を検証するためのランダム

化比較試験 

本研究は、スマートフォンを用いた様々な活動実施および活動をモニタリングすることで

行動変容を促し、その結果として活動的なライフスタイルを過ごすことが、認知症発症に対

してどのような効果を持つか検証することを目的としている。目標対象者数は 3,498 名で、

愛知県知多市、愛知県名古屋市緑区、愛知県高浜市、愛知県大府市、愛知県知多郡東浦町、

愛知県刈谷市、愛知県東海市、愛知県半田市で介入研究による効果検証が進行している。参

加者は、事前検査（一部、頭部 MRI 計測）に参加した後、介入群と対照群に 1:1 の割合にて

割り付けられる。介入群に関しては、スマートフォンのアプリケーションを用い、日常生活

の中における様々な活動の自己管理による活動促進と、市内拠点公園にてグループを形成

し、知的活動と身体を使う運動プログラムを実施する。対照群には健康講座を実施する。

2022 年度に、3,596 名が本研究事業へ組み込まれ、目標症例数の 3,498 名を達成した。 

介入群に実施する教室型のプログラムは、週 2 回開催し、介入予定期間 30 ヶ月間で合計

200 回を予定している。1回の運動教室は 60分間のプログラムで構成され、うち 30 分間が

ウォーキングを中心とした運動実施となっている。各教室にはボランティアスタッフが配

置されている。ボランティアスタッフの役割としては、運動教室の運営として、体温計測・

体調確認と出席確認を行う。また、教室におけるスマートフォンや使用アプリケーションの

操作や利用促進を促し、対象者間のコミュニケーション促進等、ファシリテーターとして活

動している。ボランティアスタッフは一般地域からの募集であり、育成プログラムに参加し

てもらい、一定の基準で評価し、活動を開始している。 

先行研究によると、高齢者のスマートフォンのアプリケーション使用は他の世代に比べて

低く、これはアプリケーションから提供される情報の正確性、操作やデータ送信に関する不

安、使い勝手の悪さ等が原因とされる(Rasche P et al, JMIR Mhealth Uhealth, 2018）。

スマートフォンのアプリケーションを活用した自己管理が健康増進に貢献できる可能性は

高い一方、同時に参加者のデジタルリテラシ―を維持・向上させることが大事である。その

ため、教室に参加するスタッフの役割は重要であり、2023 年度は、人材育成方法等をまと
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め、Internet of Things 技術を生かした健康増進を実践するためのマニュアル化を進めた。 

事業参加の期間終了を迎えるグループ・地域においては、期間終了後も活動を継続できる

ように活動の自主化を進めた（計 18 グループ）。本プログラムにて展開したスマートフォン

のアプリケーションを利用した活動は、個人でも活動を実施できる構成・操作感となってい

る。 

しかし、長期に渡り活動を継続するためには、活動の場やグループを維持することが重要

である。そのため、現在、各グループで活動を主導するリーダー達の選出・依頼を進めてい

る。リーダーにはグループ活動の維持・継続のためにグループの取りまとめ、開始・終了時

や体操の声掛け、何か問題が起きた際の対応や長寿医療研究センターなどへの連絡などを

依頼している。各グループにおいて 1〜4名程度のリーダーが選出された。今後、リーダー

の主導において期間が終了したグループの活動が継続される。 

 

C）運転寿命延伸のためのプログラム効果検証 

対象者は、研究参加時点で有効な免許を有している 65歳以上の高齢者とし、75歳以上の

ドライバーが免許更新時に行う認知機能検査において第 1分類（認知機能低下）に該当し

た者は除外した。介入群では、計 4回の実車教習トレーニング（1回 50 分）を行った。高

齢者が起こしやすい自動車事故原因に基づいた安全運転実車教習を自動車学校内・外で実

施した。また、実車教習では、運転技能そのものを教習するのではなく安全運転のための

交通法規の再確認、危険の察知や予測力の向上に焦点を当てた。介入期間の前後の評価

は、自動車学校の指導教官によって実施され、評価内容は自動車学校内の運転技能検査

（一定のコースを走行する路上検査）とした。 

 

3）全体のマニュアル化 

1・2 年目に実施した研究から集積された知見を統合し、対象者の選定・アセスメントから

介入への流れを、フレイル・認知症予防のための一連の仕組みとしてマニュアル化を進めた。

広く全国に適応できるフレイル・認知症予防のための評価から介入を組み合わせた国立長

寿医療研究センター発の介護予防システムを発信・普及するために、地域での高齢者に対す

るシステム化された介護予防活動の実践に向け、地域で目指す健康増進を目標に「指導者の

ための介護予防教室ガイド」のまとめを実施した。地域全体に健康増進効果を波及するため

には、医療や介護の専門職のみが健康教室の運営や相談にあたるだけではなく、ボランティ

アを含めた様々な人材を地域で育成することが必須になると考えられる。本研究課題では、

介護予防教室の運営方法や人材育成に関するノウハウを系統的なマニュアルとしてまとめ

た（図１）。 

 

Ｄ．考察と結論 
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対象者の選定では、フレイルや認知機能低下・認知症には基本属性、身体機能、認知機

能、心理状態、生活習慣・活動など多くの要因が関連していることが先行研究レビューに

より示された。また、アセスメント検討では 10年経過することで加齢によりフレイルや

認知機能が低下している者が増加する一方で、フレイルではない状態やプレフレイル、認

知機能低下がない状態へと回復していることも確認された。NCGG−SGS のデータベースを活

用したフレイルや認知機能低下に関連する因子、および回復に関連する因子を検討し、先

行研究のレビューにより整理された関連因子と統合し、地域における一次予防に向けた対

象者の選定・アセスメントに向けた方法が整理された。また、効果的な介入手法の検討で

は、180 本の文献レビューを実施した。その結果、身体的フレイルには、筋力強化や有酸

素運動、バランストレーニングなどを含めた多面的な運動プログラムが推奨されており、

認知的フレイルには多重課題を持つ運動、社会的フレイルには、対面および非対面交流を

組み合わせることでより効果的な介入方法となる可能性が示唆された。特に、認知症にお

いては、認知症の改善可能な複数の因子に同時介入する多因子介入の効果検証が進められ

ており、その結果の報告に期待が高まっている。 

当研究課題では、自宅で実施可能な自転車エルゴメーターによる下肢運動と認知課題を

組み合わせた二重課題を実施しており、介入群では対照群と比較して歩行速度の向上がみ

られた。身体的フレイルには歩行速度も強く関連することから、同介入の効果としてフレ

イルの予防・改善に寄与する可能性が考えられる。今後、他の身体機能についても検討し

ていくとともに、プログラム参加者の追跡やプログラム継続による効果などについて検証

する必要があると考えられる。また、当研究課題は地域における要介護発生を抑えるた

め、フレイルや認知症発症を抑えることを目的とし、本研究より得られた知見・方法につ

いて整理し、地域における一次予防へ利用できるマニュアルを作成し、書籍としてまとめ

た（図１）。 

 

 

Ｅ．健康危険情報 

 なし。 
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8) 島田裕之. 教育講演 地域におけるICTデバイスの活用と介護予防. 第 5回日本

リハビリテーション医学会秋季学術集会, 名古屋市（ハイブリッド開催）, 2021 年

11 月 12 日. 

 

9) 島田裕之. 教育講演 Meet the Expert3 「転倒とフレイル、サルコペニア、ロ

コモ」転倒の危険因子と予防のエビデンス. 第 8回日本サルコペニア・フレイル学会

, ハイブリッド開催, 2021 年 11 月 6 日～7日. 

 

10) 島田裕之. 特別講演 1 老年学領域における療法士への期待. 日本老年療法学会 

設立記念シンポジウム, Web 開催, 2021 年 9月 18日. 座長. 

 

11) 島田裕之. 大会長講演 日本老年療法学会の設立趣旨と今後の目標. 日本老年療

法学会 設立記念シンポジウム, Web 開催, 2021 年 9 月 18 日. 

 

12) 島田裕之. 共催セミナー1 高齢者医療における多職種連携の重要性. 日本老年

療法学会 設立記念シンポジウム, Web 開催, 2021 年 9月 18 日. 座長. 

 

 

13) 島田裕之. 特別講演 地域をつなぐ、世代をつなぐ、健康づくり～認知症・フレイ

ル予防のためのエビデンスと実際～. 第15回信州公衆衛生学会総会, Web開催, 2021

年 8月 28 日. 

 

14) 島田裕之. ナイトセミナー「Stay at home は予防理学療法に何を問いかけたか」

1.健康長寿社会の構築のために. 日本予防理学療法学会 第 6 回サテライト集会, 

Web 開催, 2021 年 7月 3日. 

 

15) 島田裕之. シンポジウム「デジタル予防介入と D＆I 科学」４介護予防を目的と

したスマートフォンの活用. D&I 科学研究会（保健医療福祉における普及と実装科学

研究会）第 6 回学術集会, Web 開催, 2021 年 7 月 3日. 

 

16) 島田裕之, 裵成琉, 原田健次, 李相侖, 牧野圭太郎, 千葉一平, 片山脩, 石井

秀明, 堤本広大, 中窪翔, 栗田智史, 土井剛彦. 高齢者の自動車運転と脳容量との
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関係. 第 10 回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6月 25 日. 

口述発表. 

 

17) 島田裕之. 教育講演 1「認知症予防のためのポピュレーションアプローチ」. 第

10 回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6 月 25 日. 

 

18) 栗田智史, 土井剛彦, 堤本広大, 中窪翔, 石井秀明, 木内悠人, 島田裕之. 高

齢者における知的活動を考慮した座位行動質問票の開発と妥当性の検討. 第 10 回日

本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6 月 25 日. 口述発表. 

 

19) 裵成琉, 李相侖, 牧野圭太郎, 千葉一平, 片山脩, 新海陽平, 原田健次, 島田

裕之. フレイル及び主観的認知機能低下の変化の軌跡とその関連要因の検討―オレ

ンジレジストリ研究から―. 第 10 回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開

催, 2021 年 6月 24日. 口述発表. 

 

20) 李相侖, 裵成琉, 牧野圭太郎, 原田健次, 千葉一平, 片山脩, 新海陽平, 島田

裕之. 独居高齢者の健康状態とフレイルとの関連：大規模地域コホートを用いた検討

. 第 10 回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6月 24 日. 口

述発表. 

 

21) 牧野圭太郎, 李相侖, 裵成琉, 千葉一平, 片山脩, 原田健次, 新海陽平, 島田

裕之. 認知症リスク予測を目的とした電話インタビュースケール開発と機械学習を

用いた予測精度の検証. 第 10 回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 

2021 年 6月 24 日. 口述発表. 

 

22) 片山脩, 李相侖, 裵成琉, 牧野圭太郎, 千葉一平, 原田健次, 新海陽平, 島田

裕之. 認知機能低下と要介護発生との関連の強さは生活満足度により異なる―地域

在住高齢者による縦断的検討―. 第 10 回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッ

ド開催, 2021 年 6月 24 日. 口述発表. 

 

23) 島田裕之. ランチョンセミナー４ 運動と脳の健康：認知症予防最前線. 第 10

回日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6月 24 日. 

 

24) 堤本広大, 土井剛彦, 中窪翔, 栗田智史, 石井秀明, 木内悠人, 島田裕之. コ

グニティブフレイルと新規要介護認定との関連―24 か月追跡調査結果―. 第 10 回

日本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6月 24 日. 口述発表. 

 

25) 千葉一平, 李相侖, 裵成琉, 原田健次, 牧野圭太郎, 新海陽平, 片山脩, 島田
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裕之. 地域在住高齢者における認知的フレイルと低栄養との関連. 第 10 回日本認知

症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6 月 24 日. 口述発表. 

 

26) 原田健次, 李相侖, 裵成琉, 牧野圭太郎, 千葉一平, 片山脩, 新海陽平, 島田

裕之. 認知機能評価ツール（NCGG-FAT）の成績に関連する脳部位の同定. 第 10 回日

本認知症予防学会学術集会, ハイブリッド開催, 2021 年 6 月 24 日. 口述発表. 

 

27) 島田裕之. 合同シンポジウム 15「高齢者と運転-ハンドルの重みと自立のはざま

で-」3.高齢者の運転技能におけるトレーナビリティー：メタ解析からの考察. 第 63

回日本老年医学会学術集会、第 32回日本老年学会総会, Web 開催, 2021 年 6 月 13 日
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28) 島田裕之. シンポジウム 19「セラピストの老年医学への参画」 4.老年学・老年
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催, 2021 年 6月 13日. 
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基づく認知症発症リスクの把握と削減. 第 63 回日本老年医学会学術集会, Web 開催, 

2021 年 6月 12 日. 

 

31) 宮野伊知郎, 裵成琉, 李相侖, 島田裕之, 北岡裕章. 手指の巧緻動作と認知機

能との関連. 第 63回日本老年医学会学術集会, Web 開催, 2021 年 6 月 11 日～6 月 13

日. 

 

32) 栗田智史, 土井剛彦, 堤本広大, 中窪翔, 石井秀明, 島田裕之. 地域在住高齢

者における質問票で評価した身体活動と新規要介護発生の関連. 第 63 回日本老年医

学会学術集会, Web 開催, 2021 年 6月 11 日～6月 13 日. 

 

33) 原田健次, 裵成琉, 李相侖, 牧野圭太郎, 千葉一平, 片山脩, 新海陽平, 島田

裕之. 手指の両側性協調運動制御に関わる神経基盤の加齢変化. 第 63 回日本老年医

学会学術集会, Web 開催, 2021 年 6月 11 日～6月 13 日. 

 

34) 石井秀明, 土井剛彦, 堤本広大, 中窪翔, 栗田智史, 島田裕之. 運転の中止と
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年 6月 11 日～6月 13 日. 



28 
 

 

35) 千葉一平, 李相侖, 裵成琉, 牧野圭太郎, 原田健次, 片山脩, 新海陽平, 島田
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2021 年 6月 11 日～6月 13 日. 

 

36) 中窪翔, 土井剛彦, 堤本広大, 栗田智史, 石井秀明, 島田裕之. 地域高齢者に

おける睡眠時間とサルコペニアの関連性における縦断的検討. 第 63 回日本老年医学

会学術集会, Web 開催, 2021 年 6 月 11 日～6月 13 日. 
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る独居および孤食と栄養状態との関連. 第 63 回日本老年医学会学術集会, Web 開催, 

2021 年 6月 11 日～6月 13 日. 

 

38) 土井剛彦, 堤本広大, 中窪翔, 栗田智史, 石井秀明, 島田裕之. Active 

Mobility Index の妥当性検討. 第 63 回日本老年医学会学術集会, Web 開催, 2021 年

6 月 11 日～6月 13日. 

 

39) 島田裕之, 堤本広大, 土井剛彦, 李相侖, 裵成琉, 中窪翔, 牧野圭太郎, 荒井

秀典. EWGSOP2 基準におけるサルコペニアと新規要介護認定発生との関連. 第 63 回

日本老年医学会学術集会, Web 開催, 2021 年 6 月 11 日～6月 13 日. 

 

40) 片山脩, 李相侖, 裵成琉, 牧野圭太郎, 千葉一平, 原田健次, 新海陽平, 島田

裕之. 身体的フレイルに関連する社会活動レベルの検証. 第 63 回日本老年医学会学

術集会, Web 開催, 2021 年 6月 11 日～6月 13 日. 

 

41) 牧野圭太郎, 李相侖, 裵成琉, 千葉一平, 片山脩, 原田健次, 新海陽平, 島田

裕之. 心血管リスクレベルと認知機能低下の関連：認知ドメイン別の検討. 第 63 回

日本老年医学会学術集会, Web 開催, 2021 年 6 月 11 日～6月 13 日. 

 

42) 李相侖, 裵成琉, 牧野圭太郎, 千葉一平, 片山脩, 原田健次, 新海陽平, 島田

裕之. 大規模地域コホートを用いた一人暮らしとフレイル：健康状態と外出による検

討. 第 63 回日本老年医学会学術集会, Web 開催, 2021 年 6 月 11 日～6月 13日. 
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13 日. 
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44) 島田裕之. シンポジウム 2「日本における高齢者コホート研究の成果」6.国立長

寿医療研究センターにおける高齢者コホート：NCGG-SGS. 第 63 回日本老年医学会学
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 2022 年度 

 国際学会 

1) Shimada H, Uchitomi Y. Session 3「Prospects for social implementation of 

multifactorial interventions for dementia prevention」. The 17th International 

Symposium on Geriatrics and Gerontology, Higashiura, Japan (Hybrid 

Conference), Dec 3, 2022. Moderator. 

 

2) Shimada H. Symposium 4「Community approach to prevent frailty and 

sarcopenia」. The 8th Asian Conference For Frailty And Sarcopenia, Nagoya, 

Japan(Hybrid Conference), Oct 27, 2022. Moderator. 

 

3) Katayama O, Lee S, Bae S, Makino K, Chiba I, Harada K, Morikawa M, Tomida 

K, Shimada H. Examining the factors that moderate progression from subjective 

cognitive decline to objective cognitive decline: a 4-year longitudinal study. 

Alzheimer's Association International Conference, San Diego, the United States 

of America (Virtual conference), July 31~Aug 3, 2022. Poster presentation. 

 

国内学会 

1) 島田裕之. シンポジウム 48「生活習慣介入による AD 予防のエビデンス」身体活動

による認知症予防のエビデンスと今後の展望. 第 41 回日本認知症学会学術集会・第 37

回日本老年精神医学会, 東京都(ハイブリッド開催), 2022 年 11 月 27 日. 

 

2) 島田裕之. 教育講演(予防)「理学療法学のこれから－理学療法のポテンシャルと

励起－」. 第 9回日本予防理学療法学会学術大会, 東京都（ハイブリッド開催）, 2022

年 11 月 19 日. 司会. 

 

3) 石井秀明, 土井剛彦, 堤本広大, 中窪翔, 栗田智史, 島田裕之. 高齢ドライバー

のヒヤリハット経験と身体的フレイル及びうつ徴候との関連. 第 1 回日本老年療法学

会学術集会, 恩納村, 2022 年 10 月 2 日. 口述発表. 
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藤井一弥, 島田裕之. 身体的フレイルと社会的フレイルの経時的相互関係～交差遅延
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口述発表. 

 

6) 島田裕之. ランチョンセミナー２「フレイルの早期検知に向けたデジタル領域か

らの取り組み」. 第 1 回日本老年療法学会学術集会, 恩納村, 2022 年 10 月 2 日. 座
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回日本老年療法学会学術集会, 恩納村, 2022 年 10 月 2日. 

 

8) 李相侖, 原田健次, 片山脩, 冨田浩輝, 森川将徳, 藤井一弥, 西島千陽, 山口亨, 

見須裕香, 島田裕之. 乳・乳製品摂取と認知機能低下との関連～地域在住高齢者の大

規模コホート研究～. 第 1 回日本老年療法学会学術集会, 恩納村, 2022 年 10 月 1 日. 

ポスター発表. 

 

9) 木内悠人, 土井剛彦, 堤本広大, 中窪翔, 栗田智史, 西本和平, 牧迫飛雄馬, 島
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察的前向きコホート研究－. 第 1 回日本老年療法学会学術集会, 恩納村, 2022 年 10
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図１：書籍としてまとめた、本研究課題における知見を集積したマニュアル本 




